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須
磨
と
い
う
地
名
は
、六

甲
山
系
の
西
端
、鉢
伏
・
鉄
拐
山
が
海
に
迫

る
平
地
の
す
み
で
、畿
内
の
西
端
に
位
置

す
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
す
み
」が
な
ま
っ
て

「
す
ま
」に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
磨
は
、古
く
か
ら
あ
る
南
部
の
市
街

地
と
北
部
の
大
規
模
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と

で
構
成
さ
れ
た
、閑
静
な
住
宅
地
で
す
。

　

我
々
、第
３
分
団
の
管
轄
す
る
範
囲
は
、

妙
法
寺
地
域
か
ら
、北
は
東
白
川
台
地
区

ま
で
で
す
。
創
立
１
１
０
年
を
超
え
る
妙

法
寺
小
学
校
を
中
心
に
、農
村
地
帯
あ
り

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
あ
り
の
新
旧
住
宅
街
が

メ
イ
ン
の
地
域
で
す
。

　

さ
て
、ヒ
ー
ロ
ー
の
意
味
を
調
べ
て
み

る
と
、「
普
通
の
人
を
超
え
る
力
や
知
識
、

技
術
を
持
ち
、そ
れ
ら
を
用
い
て
一
般
社

会
に
と
っ
て
有
益
と
さ
れ
る
行
為
、い
わ

ゆ
る
救
世
主
と
し
て
の
行
為
を
行
う
」と

な
っ
て
い
ま
す
。
須
磨
消
防
団
第
３
分
団

で
、こ
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
当
て
は
ま
る
人
物

と
い
え
ば
、南
副
分
団
長
で
す
。

　

南
副
分
団
長
は
、こ
の
地
域
に
生
ま
れ

育
っ
て
、平
成
６
年
に
消
防
団
に
入
団
さ

れ
ま
し
た
。
入
団
以
来
、現
在
に
至
る
ま

で
、夏
期
訓
練
の
無
欠
席
を
は

じ
め
、各
研
修
に
積
極
的
に
参

加
さ
れ
、救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
や
防
火
管
理
者
、Ｓ
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｐ（
須
磨
消
防
団
防
災
リ
ー

ダ
ー
）も
第
１
期
で
取
得
さ
れ

て
い
ま
す
。
身
長
１
８
３
㎝
体

重
85
㎏
の
恵
ま
れ
た
体
格
を

生
か
し
、各
種
訓
練
で
は
指
導
者
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
に
お
い
て
も
自
治
会
副
会

長
、農
会
副
会
長
、地
区
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
委
員
と
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
う
え
に
、自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
営
を
独
学
で
行
わ
れ
て
お
り
、団
の
懇

親
会
の
模
様
を
写
真
に
撮
り
、そ
の
日
の

夜
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ

る
な
ど
、異
彩
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
バ
イ
ク
と
の
こ
と
で
、休
日
に

は
１
３
０
０
㏄
の
バ
イ
ク
で
各
地
に
ツ
ー

リ
ン
グ
に
出
掛
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
バ
イ

ク
の
ほ
か
に
も
、大
型
免
許
や
船
舶
免
許
、

無
線
従
事
者
免
許
、栄
養
士
、調
理
師
、製

菓
衛
生
士
、何
と
職
場
で
は
、お
掃
除
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ん
て
い
う
資

格
も
持
っ
て
お
ら
れ
る
と

か
…
。

　

そ
ん
な
南
副
分
団
長
が

ま
だ
手
に
し
て
い
な
い
の

が「
ヒ
ロ
イ
ン
」、そ
う
！ 

奥

さ
ん
で
す
。
早
く
最
良
の
ヒ

ロ
イ
ン
と
の
出
会
い
を
！
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